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252 -Abstract — 
"Hombre debil" y "mujer'fuerte" en la novela espaiiola: 
reflejo de dos novelistas masculino y femenino 
—referente a La inc6gnita (1889) y℃ rimen de la calle de Fuencarral" (1888) 
0GUSU Eizo 
La inc6gnita (1889) es ante todo una de las novelas mas enigmaticas de Benito Perez Gald6s 
(1843-1920). En la novela se trata de un misterioso crimen, llamado℃ rimen de la calle del B函ow,del 
que los peri6dicos se ocupan cada dia en Madrid y que da mucho que hablar en las tertulias. Tambien 
sale como episodio importante un caso de la muerte misteriosa de un personaje (Federico Viera). 
Sin embargo, la novela concluye sin aclarar nada de los dos casos, dejando todo en una inc6gnita 
Desde la epoca de la publicaci6n lleva indic紐doseque Gald6s se inspir6 para inventar esos dos 
casos novelescos en un crimen real, llamad釘Crimende la calle de Fuencarral" que ocurri6 en Madrid 
en la madrugada del 2 de julio de 1888, yen su causa (cuya sentencia sali6 el 29 de mayo de 1889 
y por la cual se ejecut6 a una criada). Efectivamente, mientras se tramitaba la causa del Crimen, 
Gald6s redactaba La inc6gnita entre noviembre de 1888 y febrero de 1889. Y al mismo tiempo Gald6s 
enviaba a La Prensa de Buenos Aires, entre el 19 de julio de 1888 y el 30 de mayo de 1889, las siete 
cr6nicas sobre el Crimen y su juicio. 
En este articulo, en base a unas lineas de una carta (12 de octubre de 1889) enviada de Em出a
Pardo Baz紐 (1851-1921)a Gald6s, he descubierto en el texto varias alusiones hechas por el propio 
autor al entonces Presidente del Tribunal Superior de Justicia, que era un autentico cacique de la 
Restauraci6n, Eugenio Montero Rios (1832-1914). Sin duda, se pueden interpretar como denuncias 
lanzadas contra la injusticia en el juicio en el periodo de la Restauraci6n. 
Asi comparadas la novela (La inc6gnita), las cr6nicas enviadas de Perez Gald6s y la carta privada 
de PardoBaz紐，saltaa lavista la diferente actitud de esos dos escritores a lahora de tratar sobre el 
Crimen de la calle de Fuencarral. Es la diferente manera de hacer la denuncia contra la clase intoca-
ble, la dominante, formada por la aristocracia de la Restauraci6n, donde se reflejan los dos novelistas 
representativos de la Esp函afinisecular. Lo cual estaria insinuando el pr6ximo nacimiento de "hombre 
debil" y "mujer fuerte" dentro de la novela esp碩ola
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〈個人研究第 1種〉
男女小説家の生の投影としての〈弱い男〉と〈強い女〉
隔謎!(1889)と「フエンカラル通り殺人事件」 (1888)をめぐってl_
大楠栄
1. 小説と犯罪
1.1. ガルドス『謎』 Lainc6gnita (1889) 
「謎』は， 19世紀末スペインを代表する作家ベニート・ペレス＝ガルドスBenitoPerez Gald6s (1843-
1920)の作品のなかで． もっとも問題をはらんだ小説と評されている 2。それは．彼の次作『現実』
Realidad (1889)とほぼ同じ内容．登場人物．場所を扱っていながら.r現実jが多くのモノローグと
傍白をともなう対話体（戯曲形式）であるのに対して．『謎』は書簡体というように，提示方法のみが
異なる作品だからである心
「謎』は42通の書簡から成る。その内の41通は．主人公マノロ・インファンテ (ManoloInfante) 
が，首都マドリードから虚構の地方都市オルバホサに住む友人工キス (X,Equis)に書き送ったもの
で，最後の42通目だけが，逆に友人工キスがマドリードのインファンテヘ送った手紙となっている。
執筆時期
最後の手紙 (XLII)末に本小説の執筆時期が「1888年11月から1889年2月にかけて」《Noviembre
de 1888 -Febrero de 1889》と記されており，この注記から，インファンテか手紙を（フィクション
として）書き送った日付と，実際に作者ガルドスがこの書簡体小説を執筆した時期が，表①のように
合致することが確認できる
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表① 「謎」の手紙の日付
手紙 1888年11月 手紙 1888年12月 手紙 1889年1月 手紙 1889年2月
I 1日 VII 1日 XVII 2日 XXVIII 3日
I 13日 vm 3日 xvm 6日 XXIX 4日
II 16日 IX 6日 XIX 8日 XXX 5日
IV 17日 X 13日 xx 10日 XXXI 7日
V 23日 XI 15 8 XXI 18日 XXXII 9日
VI 25日 XII 16 8 XXII 18日 XXXIII 10日
X田 17日 XXIII 21日 XXXIV 12日
XIV 20日 XXIV 22日 XXXV 14日
XV 22日 XXV 26 8 XXXVI 16日
XVI 26日 XXVI 28日 XXXVII 17日
XXVII 30/31日 XXXVIII 19日
XXXIX 20日
XL 21日
XLI 23日
XLII 24日
表② 主要な登場人物リスト
登場人物
名前 名前
マノロ・インファンテ オルバホサ出身の トマス・オロスコ アウグスタの夫
Manolo Infante 下院議員 Tomas Orozco 裕福
カルロス・シスネロス インファンテの名付け親 フェデリコ・ビエラ 談話会の馴染み
Carlos Cisneros 裕福な権力者 Federico Viera 貧しい
アウグスタ シスネロスの娘 ビリャロンガ 談話会の馴染み
Augusta オロスコの妻 Jacinto Maria Villalonga 政治家
手紙のなかでインファンテは友人に初めて議員として赴任したマドリードで見聞きした，上流社
会や下院議会の模様や印象を書き記していく—ー自分の叔父で名付け親でもあるカルロス・シスネロ
スがどんな人物で，どんな暮らしをしているのか？ その娘アウグスタがどんなに魅力的か！ アウグ
スタの夫トマス・オロスコはいかに高潔な人物であるか！ 夫妻の親友フエデリコ・ビエラは，たと
え貧しくとも， どんなに人当たりの良い青年か！
だが，次第にその内容は，インファンテ自身が抱くさまざまな「謎」や，それについてのみずから
の観察と「捜査」結果を報告するものとなっていく アウグスタは本当のところ貞節な女性なのだ
ろうか，そうでないのか？ 貞節でないとしたら誰が愛人だろう？ フェデリコ・ビエラだろうか？
フェデリコは後に屍体で発見されるが，彼の死は自殺だろうか他殺だろうか？ アウグスタはその死
にいかに関わっているのだろう？
他方，ある有名な，謎に満ちた「バニョ通り殺人事件」も，オロスコの邸宅でひらかれる談話会
(tertulia)でたびたび話題に上る。とくに小説前半でよく取りあげられ，書簡XXVIIIで起きる（語ら
れる）フエデリコの死にまつわる噂話の伏線を張っていると言える。
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1.2. フエンカラル通り殺人事件
『謎Jは，表③に明らかなように， 1888年7月2日未明，マドリードで実際に起きた「フエンカラ
ル通り殺人事件」に関する審理が進んでいた最中に書かれている。なおガルドスは，当時世間を騒が
せていたこの事件と，その後の裁判について，ブエノスアイレスの有力紙「ラ・プレンサ」に， 1888
年7月19日から翌89年5月30日まで7回にわたって記事を書き送っている。とくに最後の3本の記事
〈5〉, 〈6〉. 〈7〉は，ガルドスみずからが毎回裁判所へ足を運び，公判を傍聴して執筆した資料的信憑
性の高いものとなっている 40
表 「謎」／「ラ・プレンサ」の記事／事件の審理の日付
r釦 I 記事 I フエンカラル通り殺人事件
1888 
〈l〉7月19日 7月2日：事件発生
〈2〉7月31日 予審開始
〈3〉8月15日
手紙I:1月1日
手紙XIII:12月17日
「バニョ通り殺人事件」
手紙XVI:12月26日 〈4〉12月12日
1889 
手紙XVII:1月2日
手紙XXVIII:2月3日
フェデリコ・ビエラの死
手紙XLII:2月248 •• 
〈5〉3月31日 3月26日：公判開始
〈6〉4月19日
〈7〉5月30日 5月29日：判決
1890 
7月19日：ィヒニアの刑執行
「フエンカラル通り殺人事件」概要
まずは現実に起きた事件の概要を，ガルドスの記事および本件の裁判記録 (Aguilera[1889]), ノ
ンフィクション (Lara[1984])をもとに記す。
1888年7月2日の未明，フエンカラル通り 109番にある建物3階左の家の窓から，煙が出ているとの
通報があった。その家の寝室からは女性の炭化した遺体，台所には意識を失って倒れた若い女性，そ
の脇には動かないブルドッグ犬が発見される。
犠牲者は，家主のドニャ・ルシアナ・ボルシノ (donaLuciana Borcino) 50歳。バスケス＝バレラ
未亡人 (viudade V盆quezVarela)と呼ばれていた，ガリシア地方の港湾都市ビーゴ出身の裕福な夫
人である。
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他方，意識不明で発見された女性はイ 1:ニア・バラゲル＝オスタレ (HiginiaBalaguer y Ostale)。
事件の6日前から住込みで働いていた召使いで，当時27歳．サラゴサ県の村アインソン (Ainzon)出
身である。ィヒニアはその場で容疑者として仮拘留されたものの．火の手が及ぶかもしれない室内に
なぜ彼女が居残っていたのか説明がつかず，犯人だと断定するのは極めて難しい状況だった。
そのため当初から．犠牲者の息子ホセ・バスケス＝バレラ・イ・ボルシノ (JoseV紐quez-Varelay 
Borcino) 23歳に疑いの目が向けられた。息子の素行の悪さがその要因でs. とくに事件の2年前，母
親から金品を奪おうとして彼女に傷害を負わせていたからだ。
ところが， ドニャ・ルシアナ殺害当日，ホセはマドリードのモデロ刑務所で服役中だった。他人の
外套を盗んだかどで．同年の4月20日から 3ヵ月間の禁固刑に服していたのだ。にもかかわらず．屈
親の殺害に息子が関わっていたという疑惑は拭えなかった。なぜなら，収監中の彼 「ひな鳥バレ
ラ」と新聞で椰楡されていた がときおり刑務所から外出していたと，多くの人が証言したからだ。
中には，彼とカフェで話をした，闘牛場や劇場で見かけたという証人までいた。
もちろん刑務所の看守や所長はそれをきっぱりと否定したのだが．息子が同郷の刑務所長ホセ・ミ
リャン＝アストレイ (JoseMill紐 Astray)から許可を受け外出していたのではないか，と疑う世論が
高まっていく。そんな中，ついに判事の命により所長が拘留されたというニュースが，驚きとともに
駆けめぐる。召使いィヒニアが，所長の関与をほのめかす新証言をおこなったためだ。ィヒニアは当
初，事件前夜，見知らぬ紳士が奥さまを訪ねてきて，共に夕食を取ったが．自分は就寝してよいと言
われ，犬が吠えるまで寝入っていたので，殺人について何も知らないと証言していた。ところが，彼
女は次のように証言をひるがえした＿日頃から家事のやり方について奥さまに叱られていたが，事
件前夜，夕食の際，スープ・ボウルの取っ手が欠けていることをきつく咎められ， とっさにテーブル
のナイフを取り，奥さまを刺してしまった，と。そして証言を一変させた理由を問いつめられたイ 1:
ニアは，刑務所長ミリャン＝アストレイが彼女を面会に訪れ，彼女に最初の証言を撤回し新たな方向
性を付け足すよう示唆し，さらにその理由を，所長が被害者の息子「バレラを救う必要があるから」
と話したというのだ (PerezGald6s 2002: 6-8)。そして，さらなる新事実が判明する イヒニアは事
件の1ヵ月ほど前 (6月6日）まで刑務所長ミリャン＝アストレイ宅で2ヵ月間，召使いとして働いて
おり，二人は顔見知りだった (PerezGald6s 2002: 9)。そもそも，殺害されたドニャ・ルシアナがイ
ヒニアと知り合ったのも同じガリシア地方出身で交流のあったミリャン＝アストレイ宅であり．彼
に紹介されてィヒニアを雇ったことが分かった (PerezGaldos 2002: 10)。これをもとに新聞各紙は，
刑務所長を「犯罪の隠蔽，犯人の隠匿」，さらに「殺人教唆」の疑いで告発する。
また， ドローレスとマリアというアビラ＝パラシオス姉妹がイ I:ニアの共犯として訴えられる。ニ
人は彼女の友人で， とくに姉ドローレスは「悪い前歴」のある女として知られていた。その上，事件
4日後の7月6日，二人がモデロ刑務所長ミリャン＝アストレイに請われ，女性刑務所まで出向き，彼
とィヒニアの面会に立ち会ったことも明らかになる。ドローレスは事件への関わりを否定したが，イ
ヒニアの最後 (4回目）の証言にもとづき，「彼女とドローレス・アビラの二人が，哀れなバスケス＝
バレラ夫人からの盗難を目的とした事件の実行犯」だとされた。
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表④ 「フエンカラル通り殺人事件」被告人
氏名 説明
ィヒニア・バラゲル＝オスタレ
召使い
Higinia Balaguer y Ostale 
ドローレス・アビラ＝パラシオス ィヒニアの女友達
Dolores Avila y Palacios 
マリア・アビラ＝パラシオス ィヒニアの女友達
Maria Avila y Palacios 
ホセ・バスケス＝バレラ 犠牲者の息子23歳
Jose Vazquez-Varela y Borcino ガリシア地方ビーゴ出身
ホセ・ミリャン＝アストレイ モデロ刑務所長代行
Jose Millan Astray ガリシア地方出身
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判決
死刑
懲役18年
無罪
無罪
無罪
本件の予審は，新聞紙上でたびたび新情報が公表されたことから，通常より長引き，事件翌年の3
月26日にようやく 1回目の公判が始まる。そして， 10回目が終わったところで，被告ィヒニアが新た
な証言を始めたため，いったん差し戻しとなり，再度予審がおこなわれる。その後， 4月24日に公判
が再開， 5月25日 (26回目）の公判で結審。 1889年5月29日に判決が言い渡されたg
ィヒニアに下った死刑判決に関しては， 1890年4月26日，最高裁で上告が棄却され，すぐさま恩
赦の嘆願がなされたものの， 7月16日に却下，ただちにィヒニアはモデロ刑務所に移送される。そし
て， 7月19日午前8時15分， 90人もの治安警察が見物に訪れた群衆を押しとどめるなか，刑が執行さ
れた。それは，マドリードでおこなわれた最後の公開処刑で，若き日のピオ・バロハがその時の模様
を書き留めている 70
1.3. 現実と虚構の類似
小説『謎』については，出版当初から，作者ガルドスが「フエンカラル通り殺人事件」に着想をえ
て執筆したことが指摘されてきた凡一例を挙げるなら，スペインの有力紙「エル・インパルシアル」
の「月曜文芸特集」の編集長で，ガルドスの友人でもあったJoseOrtega Munillaが，次のような寸評
を加えている
このガルドスの新たな作法は，フエンカラル通り殺人事件を機に何ヶ月にもわたってマドリードを
覆った感傷的で大げさな雰囲気にインスピレーションを得たものにちがいない。大衆の典奮の反響がガ
ルドスの小説に感じられるからだ。彼は深刻なことをおどけたことと混ぜ合わせながら，マドリード中
が証人の対質［被告人と証人などをつきあわせて尋問すること］や，モデロ刑務所やチャトという犬に
関する裁判手続きばかり気に掛けて過ごしたあの精神状態をすぐれた洞察力をもって分析している鯰
実際『謎』の3通の手紙 (XIII,XXI. XXIX)の中で， RodriguezS年chezが「フエンカラル通り
殺人事件の明らかな複写」10だと指摘する「バニョ通り殺人事件」が，談話会の話題として取り沙汰さ
れており， とくに 1889年1月18日付けの手紙XXIでは，次のように事件の詳細が語られる
あそこで一番話題に上っているのは，他の場所同様，バニョ通りの謎めいた事件のこと。ああ頭が痛
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くなる！ どの新聞も他のニュースを報じることはなく，各紙が独自に＃件の手がかりを追っている。
こんなに手がかりが多くては司直を惑わしてしまうと危惧するくらいにね。君もこの事件について読ん
だことがあるだろう？ 若い夫人が（身分は不明だが）．自分のベッドで殺害され，半分焼けこげた状
態で発見された。その脇には，幼い彼女の息子がいたという。事件が発化した時点で家にいたのは．他
には使用人だけ。セグンド・クアドラードというその男は（実際にそうでないとするなら）知恵遅れの
ふりをしている。というのも．そこで起きたことについてまったく説明できないからだ。彼を犯人だと
見なす人もいる。だが世間では被害者の継母—同じ通りに住む．きわめて意地の悪い婦人ドニャ・
サラ―を告発する者もいる。世の意見は二つに分かれているのだ。彼女が義娘の家になんだか脅迫す
るような言葉を口にしながら入っていくのを見たと主張する人もいるからね。ところが．継母にはアリ
バイがあり．あの夜犯行時刻に．劇場にいたと証言している。スペイン劇場の1階席で見かけたと断
言する人までいるのだ。要するに．エキス君．紛糾した状況で．混乱した司直は，だれかれ見坑なく逮
捕したり釈放したり。マドリードのどんな集まりでもはやりの話題となっているわけだよ。1
現実の犯罪と虚構のそれは， Lida(1973)が分析しているようにいくつかの点 「フエンカラ
ル通り／バニョ通り」（どちらもマドリード旧市街に実在していた街路）．「殺害され焼けこげた未亡人
／殺害され焼けこげた夫人」，「第一の容疑者：女中／使用人」．「世論が二派に分かれる」．「息子が闘
牛場・カフェ・劇場にいた／継母が劇場にいた」一で類似している。が，大きな相迫点一「動か
ない犬／幼児」，「犠牲者の息子／犠牲者の継母」も見られる。
他方．「謎」では．手紙xxvm0889年2月3日）で伝えられるフェデリコ・ビエラの死以後．談話
会の話題は「バニョ通り殺人事件」から．同じように謎に満ちた「フェデリコの死Jへと移っていく。
ただ．われわれにとって重要なのは．現実と虚構の犯罪（「フエンカラル通り殺人事件」と「バニョ
通り殺人事件」・「フエデリコ・ビエラの死」）の内容的な類似以上に．両者の時間的関係性．とくに表
③で明らかな「ブエノスアイレスに書き送られた記事を介して」 (Lida1973: 65)の．現実と虚構の
犯罪の．同時性である。
2. ドニャ・エミリアからガルドスヘの私信
ガルドスは婚姻を忌避し生涯独身をつらぬいたことで有名だが，他方，多くの女性と浮き名を流し
たことも周知の事実である。そして，「謎』を執筆した1888年から89年にかけ彼が付き合っていたの
が，エミリア・パルド＝バサン Em出aPardo Bazan (1851-1921)。彼女は伯爵家夫人でありながら，
82年，当時のスペインで破廉恥と目されていたフランス自然主義を擁設する論説「今日的問題」 ≪La
cuesti6n palpitante≫ を有名紙．卜に連載し，スキャンダラスだと社会で騒動を引き起こし，その上，翌
年，自然主義理論の実践版とも言える［煽動者』 LaTribuna (1883)を発表。 86年にはガリシア地方
を舞台にした『ウリヨーアの館』 LosPazos de Ulloaがベストセラーとなり， 87年，知識人エリート
が集う（女性にまだ門戸が開かれていなかった）「アテネオ・デ・マドリード」で，連続講演「ロシア
における革命と小説」を大反郭の内に成功させたばかりのドニャ・エミリアだった凡
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2.1. 日付
手紙の第〈2〉段落で， ドニャ・エミリアはガルドスに，間近にせまる「万国博覧会」の終了に触れ，
閉会前に万博についての記事 (cr6nica)を書き上げてほしいと出版社から催促を受けていることを記
す13。これは1889年5月5日に開会し， 10月31日に閉会した「パリ万国博覧会」のことであり，彼女
も家族をともなってパリまで見学に訪れている (Acosta2007: 319)。ここから，この手紙が書かれた
のが， 10月31B間近，早くとも， 1889年10月中旬であると推測できる。
また同段落で， ドニャ・エミリアは，書き送ったばかりの2本の記事に触れている 14。1本は，日刊
紙「ラ・エポカ」の1889年10月12日（土曜）版に掲載された「旅行記：とてもエレガントな温泉カー
ルスバート」。もう 1本は，前述の「エル・インパルシアル」の同年10月14Bの「月曜文芸特集」に
掲載された「旅行記：ゴシックの町ニュルンベルク」である。どちらの町にも同年9月にガルドス
と一緒に秘かに訪れており，そのため，この私信でも，疑いを招くから同じ場所について新聞などに
書かないようにと，彼に忠告している (Acosta2007: 322)。これらの記事の掲載日から推測すると，
手紙を書いたのはやはり， 10月中旬ということになる。おそらくこうしたデータにもとづいたのだろ
う， ドニャ・エミリアのガルドスヘの書簡集を編纂したParrenoとHern紐dezは，この手紙に「1889
年10月12日土曜」という日付を付しており，十分合理的な判断だと言える。
他方，〈3〉段落目でドニャ・エミリアはガルドスに自分たちの最新作（「郷愁」 Morri加と「謎J
La inc6gnita)が同じ日に書店に並んだ宮びを，「なんて幸運，運命だわ」と書き記している一
明日，あなたはわたしの『郷愁』を郵便で受け取ることでしょう。もうフェ書店で，あなたに「郷愁j
を送るからと言って，あなたの勘定で「謎」をいただきました。今度いらしたとき，わたしに〈献辞〉
を書いてくださいね。わたしって抜け目ない女でしょう? 2匹の〈ムカデ〉は同じ日まったく同時
刻に発売されたわね。これって宿命ね！ 宿命！ 運命よ!15 
二人の新作が発売された「同じH」とはいつのことなのか？ 別の私信にもドニャ・エミリアは，
「フェ書店の広告が誤りでなければ，昨□.同じ日に『郷愁』と「謎」が発売されたそうよ。神秘的な
一致ね」と記している。が，「今日は木曜」と付されているだけで日付はない 16。上記の書簡集編纂者
によると，この手紙は「1889年10月10日」とされている。
これらの情報を考え合わせるなら，二人の新作が書店に並んだ日を「10月9日水曜」だと推定でき
る。そして，この発売日は， 10月5日のものとされる彼女の私信で，「謎」がまだ試し刷りの段階にあ
ると記されていること 17, ならびに，「エル・インパルシアル」 10月14日の第一面に，上に引いた寸
評とともに，「ペレス＝ガルドスの最新小説」として「謎」の一部（手紙XI,XII)が掲載されている
こととも整合する。
2.2. 注意深い読み
第〈5〉段落の書き出し， ドニャ・エミリアは，「ご想像どおり， r謎』はもう読み終えました」 18と，
ガルドスヘ敬愛の念を表するかのように述べる。しかし，彼女は本当に「謎』を読んだのだろうか？
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「10月9日水曜」に店頭に並んだガルドスの新作を彼女の文面によれば，「10日木曜」の時点で彼女
はまだそれを手にしていない。にもかかわらず，「12日土曜」にもう読み終えていたとは？
ここで，上に引用した，同じ日に新作が書店に並んだことを喜ぶ文面（第〈3〉段落）に注目してみよ
う 「2匹の〈ムカデ〉は同じ日，まったく同時刻に発売されたわね」。自分たちの新作に言及する
のに「ムカデ」 ≪ciempieses≫ という言葉が選ばれ，わざわざイタリック体であることを示す下線が引
かれていることが目を引く。
この単語には，「脈略のない，つじつまの合わない作品」という意味もある。が，謙遜することを知
らないドニャ・エミリアが「脈略のない作品」という意味で使ったとは考えにくい。だとしたら彼女
は，両小説がムカデのように「さまざまな脚を持つ」，すなわち，比喩として「さまざまな意味を持
っ」，「さまざまなことに言及している」という意味で，「ムカデ」という言葉を使ったのだろうか。
また，同様に目を引くのが，第〈5〉段落中．『謎』の読後感を伝える次の文に使用されている，「政府
支持者」 ≪ministerial≫ というタームである一ー「あなたは作品を書くとき会話の中で．虚無主義者
で無分別であると同時に，分別のある政府支持者でブルジョワでもあるのね」 190 
「ムカデ」 ≪ciempies≫にしろ「政府支持者」 ≪ministerial≫にしろ，使用頻度の高い単語ではない。私
信，それも恋文にはまず使用されない言葉である。そんな言葉をドニャ・エミリアはなぜ使ったのか？
実は， これらの単語はガルドスの「謎」で使用されているのだ。先ほど使用頻度の低い言葉と言っ
たが．表⑤が示すようにガルドス本人も『謎』の前に出版した（原書で1000ページを越える）大
長編小説「フォルトゥナータとハシンタ」 (1887)にさえ一度も使っていない。にもかかわらず，「謎』
(1889)では，両方の単語を， とくに「政府支持者」に関しては8回も繰り返し使用している。
表⑤≪ciempies≫ と≪ministerial〉)の使用頻度
二二I単数ごこ2回 1「フォルトゥナー□‘シンタ」 (1887)
ここから次のような推察が可能だろう 読み終えたばかりの『謎』で目についた，これら 2つの
単語が彼女の脳裏に残っており， ドニャ・エミリアはガルドスに手紙をしたためる際自然にそれを
使った？ もしくは，実際に新作を読んだことをガルドスに実証しようと，それらの単語を意図的に
使用したのでは？
他方， Bravo-Villasanteが指摘するように，手紙の第〈6〉段落で， ドニャ・エミリアは『謎』のヒロ
イン，オロスコの妻であるアウグスタ (Augusta)に，みずからの姿が投影されていることを見出し
ている 「不実で不正であるゆえに， より愛されるあの夫人は， もしや自分のことでは， と思って
しまいました。まあ，なんてこと！ 断言してもいいけど，これほどの女とは自分でも気づいていな
かったわ」21。ドニャ・エミリアは，自分がアウグスタのモデルなのでしょう……と皮肉交じりにガル
ドスに書き送っているのだ (PardoBazan 1978: 8)。
要するに新作を「もう読み終えた」というドニャ・エミリアの言葉は，ガルドスヘの単なる社交
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辞令ではない。彼女は，この私信をしたためた「10月12日土曜」の時点で．文字通り『謎jを読み終
えていた．それも注意深く，と判断できるのである。
2.3. 「フエンカラル通り殺人事件」の言説
ここでもう一度上に引いた書簡の文面に戻ろう一ー「あなたは作品を書くとき，会話の中で，虚
無主義者で無分別であると同時に．分別のある政府支持者でブルジョワでもあるのね」。ここに現れる
対義語「分別ある」 ≪sensato≫ と「無分別な」 ≪insensato≫は．一見すると．普通の形容詞にすぎない。
しかし実は，われわれを19世紀末のスペインヘ，前述した「フエンカラル通り殺人事件」に関する記
事が日々人びとをにぎわせていたマドリード社会へといざなう重要なタームなのである。たとえば，
この事件がジャーナリストとしてのガルドスと小説家としての彼に与えた反響を考察したRodriguez
S紐chez は，次のように指摘している一—
当時広く普及していたに違いないこの用語は．ガルドスの記事や小説に反映されるだけでなく．バロ
ハが『自伝」でこの出来事に触れる折にも，罪がどちら側にあると考え支持するかで．社会が与えた意
味に応じて使用している。22
実際表⑥が示すように，「分別ある」 ≪sensato≫ と「無分別な」 ≪insensato≫ という単語．ならびに
その派生形は， 「謎」に頻出している
表⑥≪sensato≫ と≪insensato≫の使用頻度
r謎j
"sensato, -ta, -tas", "sensatez" 
"insensato", "insensatez" 
4回
2回
またRodriguezSanchezの指摘どおり，『謎』を書き終えたばかりのジャーナリスト・ガルドスは，
「ラ・プレンサ」の 1889 年 4 月 19 日の記事表③—〈6〉に次のように書いている 「こうした二つの傾
向を帯びた派閥どうしの論争から，〈分別ある〉と〈無分別な〉という呼び方が生まれ，これを使っ
て， どちらの派閥の新聞かが示されるようになった」230 
同様に，後年，ピオ・バロハは若き日を思い起こしながら，「フエンカラル通り殺人事件」について
詳細に記している一
スペインの新聞は〈分別のある〉派と〈無分別な〉派とに二分した。〈分別のある〉派は，殺人事件の
主要な犯人は二人の女性で，一人が主犯（ィヒニア・バラゲル）で，もう一人が共犯ドローレス・アビ
ラだと見なす新聞である。〈無分別な〉派は，フエンカラル通りで死体で発見された夫人の殺人犯は．
彼女の息子，バスケス＝バレラであり，彼は犯行当時モデロ刑務所に収監されていていたものの，人び
との証言によると，所長の好意により刑務所から外出していた， と教条主義的に信じる新聞となる。24
ガルドスとバロハの引用が示す，「分別ある」 ≪sensato≫ と「無分別な」 ≪insensato≫ という二つの
タームが，「フエンカラル通り殺人事件」を報道する言説の中で帯びていた特定の意味を考えに入れ
るなら， ドニャ・エミリアが1889年10月12日にガルドスに手紙を送った時点で，彼女がいかにその
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言説の渦中にいたか想像できるだろう。彼女はこの事件， とくに主犯とされた召使いィヒニア・バラ
ゲルに並々ならぬ関心を抱き，女性として唯一人，刑の執行に立ち会う申請をし， 1890年7月19日，
実際に立ち会っているのだ。
2.4. 有罪宣告
資料① 第〈5〉段落末の拡大
そんなドニャ・エミリア 小説［謎』の注意深い読み手であり，当時世間をにぎわせていた「フ
エンカラル通り殺人事件」の経緯を追っていた が，ガルドスヘの手紙の第〈5〉段落末にその殺
人事件に関わる 3人の男性を挙げ，次のように記している一ー「あなたの小説は，バレラとミリャ
ン，さらにモンテロヘの有罪宣告となっているわよ。もし書かれていることを荒立てられでもしたら
……」 ≪Tulibro es la condenaci6n de Varela, Millan y hasta Montero. Si aqui se les sacase punta a 
los libros .. ≫a 
ガルドスの『謎』は，「フエンカラル通り殺人事件」の3人の男性，被害者の息子ホセ・バスケス＝
バレラと刑務所長ホセ・ミリャン＝アストレイ．さらに，最高裁長官エウヘニオ・モンテロ＝リオス
が有罪だと言っているようなものだ。だから． もし誰かが『謎』を細かいところまで読み込んで面倒
なことを言い出したら，あなた厄介なことになるわよ……と，ガルドスに警告をしているのだ。
なぜドニャ・エミリアには，『謎」が上記の3人に有罪宣告をしていると思えたのだろうか？ ここ
からは， この疑問の解明に集中したい。とくに，考察をシンプルにするため， 3人の中から， 19世紀
末から20世紀初頭におけるスペインの政界において大物として名を馳せたエウヘニオ・モンテロ＝リ
オス (EugenioMontero Rios)に焦点を当て，考察を進めていく。
3. 『謎』の有力者たちとモンテロ＝リオスの類似
3.1. 王政復古期のカシーケ
エウヘニオ・モンテロ＝リオス (EugenioMontero Rios, 1832年サンティアゴ・デ・コンポステー
ラ生ー1914年マドリード没）は，サンティアゴ・デ・コンポステーラ大学で神学と法学を修めた後，
「革命の6年間において法律に詳しい政治家として傑出した地位に上りつめ，王政復古後は二大政党に
よる政権交代の方策を知りつくした存在」(BarralMartinez 2012: 271)となった。表⑦に明らかなよう
に，「カシキスモ 25にもとづく寡頭政治権力者が望みうる，あらゆる地位に就いた」政治家だと言える。
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表⑦
そ 時期 モンテロ＝リオスが就いた地位
1869-70 法務省次官
1870-71 憲法制定議会議員（ガリシア地方Pontevedra選出），法務大臣，下院副議長
1871 法務大臣
1872-73 法務大臣
下院議員（ガリシア地方 Santiagode Compostela選出， 1889年まで）
1885-87 
新設されるモデロ刑務所工事の管理委員会 理事
マドリード中央大学教会法教授 (1892年まで）
政治倫理科学玉立アカデミー 正会員（死去するまで）
1885-86 産業振興大臣
1886-90, 1897-99 公教育委員会委員長
1888 最高裁長官
1889-1914 終生上院議員
1890-93 
商業・産業・運輸機関理事会 名誉理事長
（サンティアゴ・デ・コンポステーラとマドリード）
1892-93 法務大臣
1893-1913 上院議長 (5回）
1898 パリ講和条約調停委員長
1903- 自由党 (PartidoLiberal)党首
1905 首相
出典： Guia de Jorasteros, Guia oficial de EsPaiia, Barra! Martinez (2012)をもとに作成
モンテロ＝リオスは，このように半世紀にわたって王政復古後の政界で権力を振るった。そして彼の
権力は．みずからの選挙地盤の人びとへの利益供与と密接に結びついた「派閥主義」(sistemaclientelar) 
であり，彼の場合これは「生地サンティアゴ・デ・コンポステーラを中心に広くガリシア地方一
帯に張り巡らせた政治基盤」をもとに維持されていた (BarralMartinez 2012: 277)。王政復古期にお
いて，モンテロ＝リオスはガリシア地方全域をおおう派閥ネットワークの頂点にいたのである。
3.2. 「有力者の影響」
さて，小説『謎』に戻ろう。マノロ・インファンテは手紙XIIIで， トマス・オロスコ邸で繰り広げ
られる談話会の模様について伝える 「あそこでは，新聞に載った，あるいはとうてい活字で表現
できないようなことを〈密かに〉語る別のジャーナリズムによってもたらされた問題が精査された」 260
1888年12月17日時点でのもっぱらの話題は，マドリード中の人びとの関心の的となっている「バニョ
通り殺人事件」である一一
幾夜にもわたってバニョ通りの謎めいた事件が話題に上った（君もこの事件について多少なりとも読ん
だことがあるだろう）。説明するまでもないと思うが有力者のコネのおかげで殺人犯たちの無処罰特
権が保障されている，という人びとの噂が，十分すぎるほどの論理的な根拠とともに優勢を占めてい
るのだよ。切
手紙XXI(1889年1月18日）の冒頭，インファンテは，当時の下院議会の模様を友人工キスに伝え
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る一ー「犯罪審理法が議論されていたが，議場には空席が目立ち，演説者は3,4人の友人に囲まれ，
空の座席を説得しようと努めていた」28。そこで友人オロスコが病気だと耳にしたインファンテは．見
舞いに彼の邸宅を訪れ，そこで開かれていた談話会に顔を出す。例によって話題は．「バニョ通り殺人
事件」であり．この時，前に引用したような事件の詳細が語られる
とても真面目な人びとでさえ．この事件に．広い範囲に及ぶ深い陰謀を見出している。また，きわめて
社会的地位の高い人びとが継母を支え庇護しており，そのため．家にいた無実の使用人に殺人の嫌疑が
掛けられている。29
ここでも．「社会的地位の高い人」が犯人を庇護していることに言及されている。
本小説の最新の校訂版を作成したCaudetは．「謎Jでガルドスが「バニョ通り殺人事件」を介して．
「王政復古期の．裁判の不正と政治家たちのモラルの欠如」．具体的には，無処罰特権を享受していた
「王政復古期の貴族によって形成された，触れてはならない支配層」の告発を，テキストに編み込もう
としたと指摘する (Caudet2004: 12, Lara 1984: 141)。このように，ガルドスが「謎」で王政復古期の
裁判の不正を告発したのであれば．上の引用で言及されている「有力者」．「きわめて社会的地位の高
い人びと」の一人は．フエンカラル通り殺人事件の容疑者たち（ホセ・バスケス＝バレラとホセ・ミ
リャン＝アストレイ）と同郷でかつ．当時絶大な権力を有していたモンテロ＝リオスにほかならない
はずである。
3.3. シスネロスとモンテロ＝リオスの類似
カシーケ
『謎』の手紙IVでは．インファンテが，名付け親カルロス・シスネロスの邸宅にいたとき．シスネ
ロスの友人である「最後の危機の際，大臣の職を手放した前大臣」30が訪ねて来たと語る。訪問の要件
は＿
ただ単に．中間選挙に向け．カスティーリャ地方のなんとか言う選挙区における票を取りまとめてほし
いとの依頼だった。ドン・カルロスは． トルデウーモスやマガス，そしてバロリア・ラ・プエナに広大
な土地を所有し，その地方で権勢を誇っており，彼がいったん身を入れて選挙戦に関わるや，対抗馬は
一掃されるような存在だったからだ。31
すなわち．シスネロスは，カスティーリャ地方のある選挙区における大地主であり．その地区の票を
コントロールできる権力者なのだ。
そしてシスネロスが，票を保証する引き換えに，前大臣にさまざまな見返りを求める様子を手紙は
伝える—―
直ちにトルデウーモスの市当局を解任してほしい。そこの助役の一人が私［インファンテ］の名付け親
の鼻先にハエのように陣取っているからだ。そいつは入市税を使って反政府集団を起ち上げた革命家
で．最近では，共有地だったのをシスネロスが法的な手続きを取って自分のものにした地所を彼から
奪おうとしている。だから． トルデウーモスの土地に関して．シスネロスが申請した占有権についての
書類をただちに発行するように。最後に．財務省のパレンシア出先機関の固定資産税課長を首にして
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くれ。そいつは．先ほどのしゃくにさわる議員の叔父で，議員の不正を隠してやっている。代わりに，
その空いたポストに．私の名付け親がバロリア・ラ・プエナに有する地所の管理人の子供，いまサンタ
ンデールで第2級役人を務める賢い息子を就けてほしい只
シスネロスは明らかに，票と引き換えに選挙区民に利益を分配する「派閥ネットワーク」 ≪red
clientelar≫ を運営している。そして．フェデリコ・ビエラの謎にみちた死を境に，このネットワーク
を最大限に活用していくことになる。
派閥ネットワーク
マドリード郊外のゴミ捨て場で，フェデリコの屍体が発見されて以降，「バニョ通り殺人事件」に代
わり，彼の死が「今ではマドリードで他のことが話題に出ることはない」33ほど取り沙汰される。とく
に人びとの意見が分かれたのは，フェデリコが自殺したのか，それとも他殺なのかという点だ。しか
し，裏付けのない，相反する証言がでるばかりで何も明らかにならない。上流階級に属する男の謎の
死は，生来ゴシップ好きのスペイン人の関心を惹きつけて止まず竺各自がこの事件に関し，信憑性
のありそうなストーリーをパッチワークのように継ぎ合わせてでっち上げる 36ー フェデリコはアウ
グスタとの関係を知った夫オロスコによって殺害された (XXXI:314) , いやオロスコは殺人を依頼し
たにすぎず，他に金で雇われた殺人犯がいる (XXXIV:328), いや別のまだ正体の知られていない第
三者，哀れなアウグスタの二人目の愛人がいる (XXXV:330), オロスコも二人目の愛人もまった＜
関係ない，アウグスタ自身が，フェデリコと彼の女友達ペリとの関係を嫉妬するあまり彼を殺したに
ちがいない (XXXV:331)…… 
こうした噂が飛び交うなか．シスネロスはインファンテを呼び出し，彼にいらだちをぶつける（手
紙XXXII)
「この国の世論は慎みというものを知らん」と怒りにふるえながら私に言った。「何ごとも尊重せん
……これこそスキャンダラスだ」
そして事件について報じる新聞数紙を私に見せてくれたが．どの新聞にもオロスコ家を遠回しに示唆
する記事が見受けられた。”
「いいか．わしははっきり言う。オロスコ家について昨今書き立てられておる，こうしたでたらめは
不当な中傷にすぎぬ…… わしは怒りが収まらん。もしおまえの名付け親に好かれたいなら．通りに出
て，おまえになにか当てつけを言う奴に出くわしたら，そいつの歯をボロボロにしてやることだ」38
「わしの名やわしのティニータ［アウグスタ］の名が汚されるのは我慢ならん…… おまえだって分
かるだろう。これは中傷だ，下劣な中傷であり，認めるわけにはいかんのだ」39
そこでシスネロスは，みずから持てる影響力を駆使して，オロスコ家に関する噂話を食い止めるこ
とを決意する。まずは新聞社に手を回す。すると 「新聞記者たちは，小説のような組み合わせを
多く生み出すのが得意なものだが，オロスコ家を傷つけるのを止めようと申し合わせたかのようだっ
た」40。次に証人に働きかける。たとえば，フェデリコの女友達，娼婦のペリには高価なタペストリー
を贈り，余計な証言を慎む，あるいは偽証するように依頼する。
男女小説家の生の投影としての〈弱い男〉と〈強い女〉 267 
ところで，シスネロスがもっとも容易に影響力を駆使したのは．司直に対してであった。シスネロ
スは，フェデリコ事件を担当した判事と「2時間面会」41するが，それで判事を思うままに操れる自信
があったようだ。というのも，シスネロスによると．判事は「わしの友人で，生真面目な男で．何で
も解決してくれる」42, 「彼のキャリアは自分のおかげだから。能力があるのを見て取った自分が，彼
をくすぶっていたバロリア・ラ・ブエナから救い出し，まずサモラヘ転任させ，サモラからここ首都
に引き上げてやった」“からだ。
他方．現実世界において，首都のモデロ刑務所長ホセ・ミリャン＝アストレイは，表⑧に示すキャ
リアをモンテロ・リオスに負っていた。これは「謎」で，判事がそのキャリアをシスネロスに負って
いたのとまったく同じ構図となる
表⑧
年 ホセ・ミリャン＝アストレイが就いた公務
1872 ガリシア地方オレンセの財政局実習
1873 ガリシア地方オレンセ県庁民政局第三役人
1879 ガリシア地方ア・コルーニャ港工事委員会事務貝
1883 刑務局へ入局 サラゴサ刑務所長（収容定員 1.700)
1886 カルタヘナ刑務所長（収容定員2,000)
1887 バレンシア刑務所長（収容定員 2,050)
1888 マドリード モデロ刑務所副所長・所長代行
出典： Gufa oficial de Espana, Gaceta de Madrid, Lara (1984)をもとに作成
ミリャン＝アストレイは，「カシーケの鏡」と称されたモンテロ＝リオスと同じガリシア地方の生
まれで，同じくサンティアゴ・デ・コンポステーラ大学で法学を修めた。その後，モンテロ＝リオス
の庇護のもと，表⑧で示すように1883年，刑務局に職を得ている。それも，いきなりサラゴサ刑務所
長になっているのだ (Lara1984: 37)。3年後の 1886年にはカルタヘナ刑務所長に昇進。その 1年後，
1887年には，バレンシア刑務所長に昇進する。
ところで，バレンシア刑務所で所長の任にあったミリャン＝アストレイに，特筆すべき二つの出来
事が起きる。一つは，カルタヘナ刑務所長を務めていたとき，収監者数名に自由な外出を許していた，
との嫌疑が彼に掛けられたこと。もう一つは，その事件の審理中だったにもかかわらず，翌1888年，
異例とも言うべき昇進を遂げたことである。なんと，スペインでもっとも重要であった，首都に開所
したばかりのモデロ刑務所の副所長への昇進辞令が出たのだ。ミリャン＝アストレイの昇進に， 1885
年から87年にかけて「新設されるモデロ刑務所工事の管理委員会理事」にあったモンテロ＝リオスが
関わったことは想像に難くない。
すなわち，ミリャン＝アストレイは，刑務局における全キャリアをモンテロ＝リオスに負っていた。
カシーケであったモンテロ＝リオスと，彼の支持者ミリャン＝アストレイの密接な関係をうかがわせ
る，公判で明らかされたエピソードを一つ挙げよう。「フエンカラル通り殺人事件」の予審が進んでい
たとき，ミリャン＝アストレイに，彼の友人でもあった日刊紙「エル・リベラル」の編集長 (Mariano
Araus)が，「どうか言動に注意してください。私にとっても，新聞紙上や他の場であなたを訴えな
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ければならない状況におかれるのは辛いことなのです」と助言したところ， ミリャン＝アストレイは
「ドン・マリアノ，私に指一本でも触れたら，最高裁長官がその座から降りることになるんだよ」と応
じたというのだ。公判中の法廷につめかけた傍聴者たちがどよめいたのも無理はない 440 
シスネロスの住所と 1888/89年当時のモンテロ＝リオスの自宅住所
『謎』では，最初の数通の手紙の中で，インファンテが友人工キスに名付け親であるカルロス・シ
スネロスが，首都マドリードのどの街区の， どれほどの大邸宅に住み， どんなに多くの絵画や骨董品
のコレクションを有しているか，次のように伝える
すごい規模のコレクションであるのは疑いない。ただ，私の感じでは（君だから話すのだが），あまり
精選されたものとは言い難い。プログレソ広場のあの広い2階に入りきれないほど。それもバルコニー
が25個もある， 3つの街路に面した，これほど日当たり良く，のんびりできる家はマドリードで稀なほ
どの大邸宅なのに。45
手紙IIでも，従姉アウグスタとその夫オロスコについて語った後，シスネロスがマドリードのどの
街区に住んでいるのかを再度明示する
私の名付け親が住んでいるのは，知ってのとおり，プログレソ広場だ。彼は中心の街区や，もっと健康
的なマドリード東部の街区を嫌っている。慣習が彼を古きマドリード，南の通りにひしめくように住ん
でいる大衆の臭いが感じられるあの地区に縛りつけているからね。彼によると，いつもきわどい状況に
生きてきたから，そこから離れたくないのだそうだ。46
ガルドスは，インファンテを通して，シスネロスが居住する地区を繰り返し読者に明示することに
よって，彼を性格づけようとしているわけであるが，ここで注Hすべきは，ガルドスがシスネロスの
邸宅住所を特定している点である。シスネロスは，マドリードの旧市街の「プログレソ広場」 (Plaza
del Progreso) マグダレーナ通り (callede la Magdalena)とドゥーケ・デ・アルバ通り (calle
Duque de Alba)にはさまれた に住んでいるというのだ。
他方，ガルドスが『謎』を執筆していた時期 (1888年11月~89年2月），カシーケであり，当時，最
高裁長官の任にあったエウヘニオ・モンテロ＝リオスが住んでいたのは，「ドゥーケ・デ・アルバ通り
(calle Duque de Alba) 15番」47。資料②の「1898年マドリード市街図」で明らかなように，「ドゥー
ケ・デ・アルバ通り 15番」は，「プログレソ広場」に住んでいると表現してもまったく問題ない住所
資料② マドリード市街図 1898年
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である。
前述のCaudetは，みずからの校訂版で，作中人物シスネロス (CarlosMaria de Cisneros)の名の
由来を，カトリック両王の時代に権力をふるった枢機卿シスネロス (FranciscoJimenez de Cisneros, 
1436-1517)に求め，枢機卿と同じように反動主義的なシスネロスを「プログレソ広場」，すなわち「進
歩広場」に住まわせるという設定を作者ガルドスのアイロニーだと解釈している丸
しかし，モンテロ＝リオスと同じ，自由党の下院議員だったガルドスは，『謎』の執筆時に，彼がど
のあたりに住んでいるのか知っており，モンテロ＝リオスの自宅住所を，『謎』という小説内で，一人
の作中人物，それもモンテロ＝リオスと同じカシーケであるシスネロスの邸宅として再現した一ーこ
う考えるほうがより説得力があるだろう。
以上の考察から，二人のカシーケ，虚構のシスネロスと現実のモンテロ＝リオスとの間に，否定し
ようのない類似が存することが明らかになったと思う。
3.4. ビリャロンガとモンテロ＝リオスの類似
ここで別の作中人物に注目してみたい。オロスコ宅の談話会に足しげく通うハシント・マリア・ビ
リャロンガ (JacintoMaria Villalonga)である。彼はすでにガルドスの以前の小説に登場しており，
彼の読者には馴染みの作中人物である。とくに代表作『フォルトゥナータとハシンタ』 (1887)冒頭で
は，主人公と同じ大学 (UniversidadCentral)の，同じ法学部の親友として登場している先
ガルドスの小説世界において．法学部を修了したビリャロンガは，「彼の情熱と生き様」そのもの
とも言える「政治」の道に進み，「論争好きの」政治家として知られるようになっていた (XII:218)。
『謎』では．すでに「疲れきった．白髪の多い」 (XX:266)年齢に達し．そのため．ある地位を手に入
れようと躍起になる一
彼はもういい歳で，腰を落ち着けたいようだ。野営地のあらゆるテントで足を止め，すべての軍隊に志
願して入隊した後居を定めることを熱望している。戦闘から引退し，これまでの労苦から休息するた
め．終生上院議員にして欲しくて，いま懸命になっているのだ。上院議員の話や，そのせいで被ってい
る苦労話をしてくれるときの彼は滑稽でたまらない。これは保証するよ。50
つまり，ビリャロンガはそろそろ現役から退き，「終生上院議員」になりたいと切望している。そ
のため彼は．体調を崩した終生上院議員がいないか日々気に掛ける一ー「危篤の，あるいは病気がち
なもしくは体調を崩した終生上院議員の数を数えてばかりいる。というのも，空席の数が増えなけ
れば，彼がリストに載るのは難しいからである」5¥
他方，友人のインファンテが抱く．アウグスタには愛人がいるのではないかという疑惑に関して，
ビリャロンガは，談話会の出席者 (Malibran)の話として，アウグスタに関する悪い噂をインファン
テに伝えたりする 「君のご想像どおり，小石は私の従姉に向けて投げられたんだ。つまり，あい
つ［マリブラン］はあのたいそうな偽善者［アウグスタ］が愛の隠れ家としている，他でもない巣窟
を見つけた，と言ったのだよ」52。ビリャロンガは，アウグスタがよこしまな愛を愉しんでいる隠れ家
が仲間によって発見された，などと告げ口をする。
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フェデリコ・ビエラの死に関しても，ビリャロンガは仲間マリプランとこそこそと話す一「私［イ
ンファンテ］には（断言はできないが），ビリャロンガとマリプランがひそひそと長話しているように
見えた」 530
ところが．ある時点から．唸好きのビリャロンガの態度に顕著な変化が見られる一
この人生を謳歌する抜け目のない男，彼の情熱と生き様そのものと言える政治で騒いでばかりいた男
が，すこし前から保守的になってしまったのだ。以前は，どんなに確固とした名声も．自分の道に立ち
はだかるものは，斧のごときみずからの舌で薪にしてしまっていたのに。今では．詰め綿をした小舌
になりはて．切るどころか祇めてばかり。この男は現状においてある地位を占めることしか頭にない。
終生上院議員になる願望が梢えないかぎりもう噛みつくことはないだろうね。ここ数B.その件が上
手くいっているらしく，君が想像できないほど，道理をわきまえ．分別のある男として振る舞っている
ょ。54 
ビリャロンガが態度を急変させ，分別のある男として振る舞うようになったのは，「終生上院議員」に
なれそうな気運が高まってきたからだと言うのだ。
フェデリコの死に関しても．これまでとはまったく異なる見解を述べるようになる一「フェデリ
コの死は．賭け事の諄いの果てという通俗的なものにすぎない」 55。つまり，フェデリコの死に．アウ
グスタなど関係ないと主張しはじめる。その上．陰口をたたく連中からアウグスタをかばうような素
振りさえ見せる一「このきわめて通俗的な出来事を恋愛話に変え，ある令名高きご婦人の名声を汚
そうとする輩がいると嘆き…… 続いて．早口で，彼女への称賛と．一部の大衆の軽率さと卑しさに
対し， きつい非難の言葉を並べ立てた」 56。さらに．オロスコ家について誰かが何か言おうものなら．
その相手に噛みつくようになった汽
こうした態度の急変から．インファンテは， ビリャロンガがオロスコ家から「何かを期待している
にちがいない。何らかの見返りが介在しているはずだ」と推測する 58。ここまでの経緯により，読者
は，フェデリコの死に関してビリャロンガがオロスコ家を擁設するよう，アウグスタの父，シスネロ
スが政界に手を回し．代わりにビリャロンガが切望する「終生上院議員」を彼に約束したにちがいな
いと想像することだろう。
ここで.1888年の現実のマドリードに戻ろう。 7月2日に発覚した「フエンカラル通り殺人事件」は
その後の数日間でスペイン中に知れわたり波紋を呼ぶが，ガルドスの記事（表③ー〈l〉)(1888年7月
19日）によると．これにはそれまで以上に新聞報道が大きな役割を果たしている一
昨今の新聞は．既知の事実を読者に知らせるばかりでなく．事実の調査においてもきわめて重要な役割
を果たしている。［……］説者から情報や履歴見識を提供してもらうことによって，不明瞭な出来事
に可能な限りの光を当て．判事たちを手助けし，裁判の予審でも積極的な役割を担っている。59
要するに．各新聞が事件について独自に調査し，新事実を発見・報道することによって．判事による
予審にさえ影響を及ぽした。たしかに．信憑性に欠けるニュースもあったが，混沌とした情報のなか
から一つの方向性が生まれていき，世論が形作られ60. 事件に関する「真実」が次第に明らかにされ
ていった．というわけだ凡
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その結果．「驚くべきことに最初の段階から犠牲者の息子．ホセ・バスケス＝バレラに強い疑惑が
向けられた。事件当時外套窃盗の罪でモデロ刑務所に収監されていたにもかかわらず」62。では，犯
人が息子だとしたら，どうやって刑務所から出られたのか？ ガルドスの記事（表③ー〈3〉)(1888年
8月15日）によると一一
バレラを犯人と見なす考えが色濃くなってきた。というのも．彼が刑務所から，事件当日さえも外出
していたことが立証された模様だからだ。このような件で．マドリード中がこれほど興奮しているのを
目にしたことがない。夜になると．大勢の人びとが新聞社の社屋近辺で．新聞の発行を待ち受け．人の
集まりやカフェでも他の話題がのぽることはないほどなのだ。63
さまざまな証言から息子バレラが，事件当日も刑務所から抜け出していたことが立証されると．マド
リード市民の関心はいやがおうにも高まる。さらに．モデロ刑務所長について＿
もっともセンセーショナルな出来事は.Ramosと呼ばれる刑務所の看守による証言だった。彼の陳述に
よると，バレラは.7月1日．刑務所長ミリャン＝アストレイの許可を得て外出した。その上彼は．当
のバレラの口から犯罪のことを聞いたと付け加えた。64
つまり．バレラが事件当日，所長ミリャン＝アストレイの許可を得て外出していたことが明かされた
のだ。
他方，事件当時最高裁長官として刑務所を管理する立場にあった，その上．事件への関与を疑わ
れたモンテロ＝リオスは．「フエンカラル通り殺人事件」公判への出頭を要請されるが，まさに最高裁
長官だったという特権により法廷への出頭を拒む。代わり，提出された書面が第10回公判 (1889年4
月5日）で読みあげられる
前述の人物は以下のことを伝える一一刑務所を訪れ，刑務所長にバレラの監視についてと．司法警察の
一員として裁判に協力するよう助言したこと；バレラを尋問し，その結果．偲親の死，それもドニャ・
ルシアナの場合のような残酷な死が息子に当然引き起こすはずの．悲しみや打ちひしがれた様子が彼の
顔にまったく見られなかったという，嘆かわしい印象を抱いたこと。65
すなわち当時最高裁長官だったモンテロ＝リオスは事件翌日 (1888年7月3日）．当事件について
聞き及んでいた。そこで長官みずから，モデロ刑務所に足を運び，刑務所長ミリャン＝アストレイに
本件について助言をした。さらに驚くべきことに，長官本人が容疑者バスケス＝バレラに尋問をおこ
ない，彼に罪がある可能性を示唆する印象を受けた， と証言したのだ。
この証言が報道されるや，政府のモラルに欠いた管理体制を非難する世論が高まっていった。最高
裁長官みずからが刑務所に赴き取り調べを行うなど道理に合わない， というわけだ。結果， 1888年8
月には，最高責任者たるモンテロ＝リオスが最高裁長官を辞任するのでは，という噂が流布する (La
Correspondencia de Espana 1888年8月12日）。その後当時の野党．保守党の党首カノバスの右
腕 (PerezGald6s 2002: 33)であり，内務大臣と法務大臣を歴任したドン・フランシスコ・シルベラ
(Francisco Silvela)が鋭い口撃をはじめるや，首相サガスタも彼を守りきれなくなり，モンテロ＝リ
オスには辞任以外の選択肢がなくなる。そして1888年末に公式に辞している (Lara1984: 170)。
ところが，翌 89年 5 月 29 日に「フエンカラル通り殺人事件」の判決—ーバスケス＝バレラとミリャ
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ン＝アストレイが無罪判決を受けた が下っ
たその年の秋口， 10月26日には，エウヘニオ・
モンテロ＝リオスを「終生上院議員」に任命す
る王令（資料③）が出ているのだ。 1888年末に
公式に最裔裁長官を辞任する前から，「終生上院
議員」任命に向けて活動していなければ到底間
に合わない迅速さである。
すなわち，「終生上院議員」になるという願望
の視点から見たとき，ビリャロンガとモンテロ
＝リオスという二人の法律に詳しい政治家の間
にも，相似関係をうかがうことができる。ガル
ドスの『謎』の執筆時期と，モンテロ＝リオス
が世論に追い詰められ (1888年8月～），最高裁
長官を正式に辞任 (1888年12月末）し，「終生
上院議員」任命に向け議会で根回ししていた時
こ:·~、:叫
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期が完全にシンクロしていることからも，ガル 資料③ 1889年 10月26日付け王令
ドスが実際に目にしたモンテロ＝リオスの振る
舞いのパロディとして，作中人物ビリャロンガに「終生上院議員」への願望を抱かせたと解釈するこ
とも可能だろう。
4. おわりに
以上の考察により， ドニャ・エミリアが私信のなかで指摘した，エウヘニオ・モンテロ＝リオスへ
の「有罪宜告」 ≪lacondenaci6n≫ が，「謎jにあからさまに示されているわけではなく，テクストの随
所に織り込まれた，虚構の作中人物（シスネロスとビリャロンガ）とのさまざまな類似性を介して示
されていることが明らかになったと思う。それはむしろ，暗示的と言ってもよい手法である。
「2匹の〈ムカデ〉は同じ日， まったく同時刻に発売されたわね」 ドニャ・エミリアが私信で
ガルドスの「謎Jを指すのに使用した「ムカデ」は，単に『謎Jを読み終えたことをガルドスに強調
したかっただけではない。この作品が内包すると彼女が感得した，さまざまな暗示のメタファーでも
あったのだろう。
そして「謎jの「ムカデ性」，すなわち，暗示的な「宣告」は，王政復古期における司法の不正を，
より具体的には，社会の上層の者たちだけか享受していた司法における手厚い庇護を，さらに言うな
ら不逮捕特権を告発するものだと解することができる。少なくとも『謎』が，モンテロ＝リオスヘの
かなり否定的な言及を内包していることは疑いえない。
ところが，ガルドスがブエノスアイレスの「ラ・プレンサ」に書き送った，「フエンカラル通り殺人
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事件」に関する7本の記事には． ドニャ・エミリアが名指しした3人中.2人 (JoseV拉quez-Varela.
Jose Millan Astray)の名前しか出てこない。ガルドスは記事の中で．モンテロ＝リオスについて．遠
回しなものも含め一切言及していない。法廷で問題とされた．最高裁長官モンテロ＝リオスのモデロ
刑務所への訪問にも．容疑者バスケス＝バレラとの面会にも．ガルドスはまった＜触れていないのだ。
すなわち，「フエンカラル通り殺人事件」に関し，小説と新聞記事とのあいだで．取り上げ方に明らか
な差違が見られる。
この違いは，当時つまり 1888年から89年にかけ．殺人事件の予審と公判が進み．ガルドスが公
判を傍聴しながら，「ラ・プレンサ」に記事を書き送り，小説『謎』を書き進めていた頃．彼が置かれ
ていた社会的状況に起因するにちがいない。
ガルドスは1886年から自由党の下院議員を務め．その党首はサガスタ (PraxedesMateo Sagasta, 
1827-1903)であり，サガスタはまさに88年から89年当時，首相として政権を担っていた。すなわち．
ガルドスは「フエンカラル通り殺人事件」が審理されていた当時，与党の一員だったわけである。
ところで，サガスタの死 (1903年）にともない自由党の党首の座を引き継いだのは．エウヘニオ・
モンテロ＝リオスである。このことから分かるように，モンテロ＝リオスは．サガスタの1885年以来
の右腕であり，サガスタ政権下で，産業振興大臣や公教育委員会委員長．そして最高裁長官を歴任し
ていた大物政治家でもあった。
他方ガルドスは， 1888年12月に友人ファン・バレーラやメネンデス＝イ＝ペラーヨらにより．王
立言語アカデミーの会員に推薦されて以来，推挙されては．会員たちによる投票で敗れるということ
を繰り返していた。どうにかアカデミー会員に選ばれたのは. 1889年6月13日のことである (Ortiz-
Armengol 2000: 265 y 277)。
また，ガルドスがクラリンに書き送った書簡 (1888年6月8日）から当時の交友関係を伺い知るこ
とができる
ホメロスやダンテを読むより，友人たちに近づき話を聞いたり，女性と話をしたり，口論を目撃した
り，庶民の家に入り込んだり，馬に蹄鉄をつけるのを見学したり，通りの売り子の声や，ロドリゲス・
サンペドロやモンテロ＝リオスの娘婿であるビンセンティの演説を聞いたりするほうが好ましい。66
ビンセンティ (EduardoVincenti Rigueira. 1857年ア・コルーニャ生一1924年ポンテベドラ没）の
講演を聞くのを好むと記している。ビンセンティは. 1886年にポンテベドラから選出された．ガルド
スと同期の下院議員であるが，引用に明らかなように，エウヘニオ・モンテロ＝リオスの娘 (Dolores
Montero Rios)の夫である。「モンテロ＝リオスの娘婿」であるビンセンティは義父の「派閥ネッ
トワーク」のおかげで議員に選出されたわけで，当然，ガルドスと同じ自由党に属している。つまり，
ガルドスとモンテロ＝リオスの娘婿は，「フエンカラル通り殺人事件」の審理が進んでいた当時，同期
の自由党議員としてよく知った間柄だったことになる。
これらの状況を鑑みると，当時のガルドスは，与党政権下における司法の不正を訴えることなど到
底できない立場にあったことは想像に難くない。そんなことをすれば，第一に，自分の党の政権批判
につながる。もちろん，モンテロ一族の名声にも泥を塗ることになるだろう。また，気分を害した与
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党の議員やモンテロ一族が，アカデミー会員に手を伸ばし，王立アカデミーにおける会員選出の投票
に好ましくない影秤を及ぽすかもしれない…… ここに見えてくるのは，そういった社会的影需を危
惧するガルドス45歳の姿である。自分に害が及ぶのを気にしつつ新聞記事を書くかたわら，小説［謎J
を隠れみのにして．権力者モンテロ＝リオスヘの批判を盛込むという，少々気の弱い男の姿だと言え
よう。
対して． ドニャ・エミリアはどうだろう？ 「2匹の〈ムカデ〉は同じ日，まったく同時刻に発売さ
れたわね」一一ここで言及する，もう 1匹のムカデ，すなわち，彼女の最新作「郷愁Jの「ムカデ性」
に関しては，拙稿で論じた 67。同じようにムカデ的な小説を書いたドニャ・エミリアは，私信とはい
え，屈託なく，名指しで「謎jの読後感を述べる一「あなたの小説は，バレラとミリャン．さらに
モンテロヘの有罪宣告となっているわよ。もし書かれていることを荒立てられでもしたら……」。〈弱
い男〉ガルドスを見透かしたような警告ではないだろうか。繰り返しになるが， 1889年10月12nに
この手紙をしたためたエミリアは，その数ヶ月後不正な司法によって「フエンカラル通り殺人事件」
の主犯とされたィヒニア・バラゲルの刑執行に立ち会う申請をおこない， 90年7月19日，女性として
唯一人執行に立ち会う。そうして，有力紙「エル・インパルシアル」にその時の印象を書き送ってい
る。
7月20日の「エル・インパルシアル」第一面を飾る記事「19日の印象と心情」 ≪Impresionesy 
sentimientos del dia 19≫ で， ドニャ・エミリアは，絞首台の一方の柱は「無知」でありもう一方の
柱は「貧困」だとするヴィクトール・ユゴーの言葉を引きながら，「貧困と無知と戦うより犯罪者を
排除するほうが楽だからにすぎない」と，死刑という極刑に全面的に反対する 68。そして，次の文で
召使いィヒニアの処刑記事を締めくくっている一ー「人を殺すことを必要とする社会は．積極的で絶
え間ない．厳しく恐ろしい抑圧への嗜好を証明しているようなもの。それはまるで，子どもをうまく
教育できず，絶対的な命令に服従させることができないからといって，子どもを殴ったり虐待したり
する父親そのものである」690 
ドニャ・エミリア38オのこうした言には，その後30年にわたって世の不正や不公平に闘いを挑ん
でいく．〈強い女〉が見えてくることだろう。
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注
1 2017年6月19日から23日にかけて．スペイン，ラス・パルマス・デ・グラン・カナリア市で開催された国
際学会℃ongreso Internacional Galdosiano XI: La hora de Gald6s" での発表•La inc6gnita, es mas real que 
Realidad?"に．加筆修正を加えたものである。
2≪La incognito, escrita entre noviembre de 1888 y febrero de 1889, es una de las novelas mas problematicas 
de Benito Perez Galdos≫(Gull6n 1976: 7)。
3≪La incognito y Realidad no son primera y segunda parte de una novela, sino dos aspectos de la misma, y, 
en cierto modo, dos novelas que tienen identico asunto, personajes, tipos y lugares, diferenci血doseen 
cuanto a la tecnica expositiva• (Gull6n 1952: 4)。
4 サンタンデールの親友AtilanoLamelaへの行簡(1889年4月9日）：≪Heasistido a todo el juicio oral, y pienso 
asistir a las sesiones que faltan. El dia ultimo, cuando declar6 Higinia, fue muy interesante. (. .) Con Higinia 
he hablado varias veces.≫。1889年5月20日：≪Durantetodo el juicio oral he tenido ocupadas las tardes, pues 
no he faltado a una sola sesion. He dejado de asistir cuando han empezado a hablar los letrados porque eso 
ya no tiene nin邸ninteres≫(Perez Gald6s 2016: 179-80 y 183)。
5≪la malisima reputacion de que el mancebo goza; sus costumbres perversas. conocidas de todo Madrid; su 
holgazaneria; sus relaciones con gente de muy mala conducta≫(Perez Gald6s 2002: 5)。
6 ≪Varela y M山紐 Astrayhan sido absueltos libremente por no resultar nada contra elos. sin perjuicio de 
abrirles nuevo proceso por quebrantamiento de condena Higinia es condenada a muerte por estar convicta y 
confesa del asesinato de doiia Luciana, y Dolores, a diez y ocho aios de reclusion por c6mplice y encubridora,. 
(Perez Gald6s 2002: 57)。
7≪Al如 tiempodespu蕊 presenciela ejecucion de Higinia Balaguer desde los desmontes pr6xirnos a laC紅eel
Modelo, a una distancia de trescientos o cuatrocientos metros. Hormigueaba el gentio. Soldados de a caballo 
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fonnaban un cuadro muy amplio. La eiecuci6n fue rapida; sali6 al tablado una figura negra El verdugo le 
sujet6 los pies y las faldas. Luego, los Hermanos de la Paz y Caridad y elcura. con una cruz alzada. fonnaron 
un semicirculo delante del patJ.bulo y de espaldas al publico. Se vi6 al verdugo que ponia a lamujer un 
paiiuelo negro en la cara. que daba una vuelta rapidamente a larueda. quitaba el paiiuelo y desaparecia 
En seguida, el cura y los Hermanos de la Paz y Caridad se retiraron, y qued6 ali la figura negra. muy 
pequeiia. encima de la tapia roja de ladrilo. ante el cielo claro de una maiiana de prirnavera,. (Baroja 1955: 
98)。
8 この点についてもっと後になるが．クラリンも次のようなコメントを次作「現実」に関する評論に記してい
る：≪Realidad,de Galdos. que a juzgar por La inc6gnita, por lo que habian anunciado los peri6dicos y por otros 
signos, se diria que iba a ser ante todo un estudio de nuestras costurnbres actuales relativo a los caracteres. 
defectos y vicisitudes de la opinion publica. se如 pudoestudiarse poco ha con ocasi6n de un crimen celebre.≫ 
(El G/obo 1890/01/29)。
9≪Esta nueva manera de Gald6s ha sido sin duda inspirada por la atm6sfera melodramatica que a Madrid 
ha envuelto durante muchos meses con motivo del crimen de la calle de Fuencarral. Ecos de aquellas 
emociones publicas hay en el libro de Gald6s, que analiza con perspicacia maravillosa. mezclando lo grave a 
lo festivo, ese estado de animo en que Madrid vivi6 cuando solo se ocupaba de careos y diligencias judiciales 
de la C紅elModelo y del perro Chato.≫(Los lu加 sde El Jmparcial 1889/10/14)。
10≪claro trasunto del asesinato de la calle Fuencarral≫(Rodriguez S紐chez2010: 449)。
1 小説 r~」からの引用については．フランシスコ・カウデット (Francisco Caudet)の版 (2004年）からと
し．何通目の手紙かと日付を記す。 ≪delo que mas se habla ali, como en todas partes. es de ese misterioso 
crimen de la calle del Baiio. iAy, que jaqueca! Los peri6dicos no se ocupan de otra cosa. y cada cual por su 
lado, todos tratan de buscar la pista; pero me temo que tantas pistas acaben por despistar a lajusticiaぶ0
has leido algo de esto? Una senora joven. madre, cuyo estado se ignora, apareci6 asesinada en su lecho y 
medio quemada, juntamente con su hijo, niio de pocos aios. En la casa no habia mas persona, al descubrirse 
el crimen, que un sirviente. Segundo Cuadrado, el cual si no es id.iota finge serlo. No sabe dar raz6n de 
nada de lo que ali pas6. Algunos le consideran autor del crirnen; pero una parte del publico da en acusar 
a lamadrastra de la victima. senora de muy ma! genio, que vive en la misma calle y se llama doiia Sara 
Se dividen los pareceres. Hay quien sostiene que la vio entrar en la casa pronunciando no se que palabras 
amenazadoras. Y por otra parte, la madrastra prueba su coartada, demostrando que aquella noche, a la
hora del crimen, estuvo en el teatro. No falta quien asegura haberla visto en una butaca del Espanol. En 
fin, Equis, un lio espantoso; la justicia embarullada. dando palos de ciego, prendiendo y soltando gente. Es 
la conversaci6n de moda en todos los circulos de Madrid (._)_,. (XXI: 268)。
12 ペレス＝ガルドスとパルド＝バサンの付き合いの詳細については．拙稿「ペレス＝ガルドス年譜」（ベニー
ト・ペレス＝ガルドス「ドニャ・ペルフェクタ：完璧な夫人」．現代企画室.2015年.pp. 319--331)と．「パ
ルド＝パサンの生涯」（エミリア・パルド＝パサン「ウリヨーアの館J.現代企画室.2016年.pp. 368-408) 
に詳しい。
13≪Esque las cronicas. trabajo ante todo de la actualidad. quieren ser publicadas antes de que la Exposici6n 
se cierre. y la Exposici6n va a cerrarse muy pronto.≫。
14≪Ademas hice dos articulos de viaje, uno para La Epoca a ruegos de Escobar, sobre Karlsbad. otro para 
El Imparcial por suplica de Munilla. sobre Nuremberg: aviso y ojo al Cristo, no salgas tu con otros sobre el 
mismo asunto.•。
15≪Maiiana recibiras por el correo Morriiia-. ya pedi en casa de Fe La Inc6gnita. por cuenta tuya. alegando 
que iba a enviarte Morriiia y que al venir tu me pondrias la dedicace. dSoy maquiavelica o no? -Ambos 
ciemPieses se pusieron a laventa el rnisrnito dia. a lapropia hora iEI hado! iEI hado! jFortunaJ,.。
16≪Hoy Jueves [ . ] Ayer. en un mismo dia. si no me engaiian las noticias de Fe, se han puesto a la venta 
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Morriiia y La inc6gnita iMisteriosa coincidencia!≫o 
17≪Espero con impaciencia las capillas de La lnc6gnita. que me ha dejado a media miel≫o 
18≪Ya he leido La Inc6gnita, como supondras.≫o 
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19≪Cuando tu escribes. eres tan nihilista e insensato como sensato y ministerial y burgu総 enla conversaci6n.≫o 
20 「謎」では同類語≪ministerialismo≫ も2箇所で使用されている。
21≪Me he reconocido en aquella seiiora m邸 arnadapor infiel y por trapacera V algarne Dios. alma mia! Puedo 
asegurarte que yo misma no me doy cuenta de c6mo he llegado a esto.≫ また.≪senora mas arnada por 
infiel≫ という文句自体が，「謎」の中で主人公インファンテがアウグスタにした次の告白の再現ともみなせ
る一≪Yobuscaba en ti a lainfiel y por infiel te tengo, y por infiel te quiero mas,. (XL: 358)。
22≪Esta terminologia que debi6 de ser muy popular, aparece reflejada no solo en los articulos y en las novelas 
de Gald6s, sino que tambien Baroja cuando, en sus Memorias, habla de este suceso recoge stas definiciones 
que la sociedad daba se帥nse fuese partidario de la culpabilidad de una u otro.≫(Rodriguez S紐chez2010: 
449)。
23≪De la discusi6n entre los 6rganos de estas dos tendencias han salido las denominaciones de sensatos e 
insensatos, con que los peri6dicos de uno y otro bando se designan≫(Perez Galdos 2002: 51)。
24≪Los peri6dicos espaiioles se dividieron en sensatos e insensatos. Sensatos eran los que pensaban que los 
autores principales del crimen eran dos mujeres: una de elas, la protagonista. y otra. una c6mplice, Dolores 
Avila Los insensatos creian como en un dogma que el asesino de la senora que apareci6 muerta en la calle 
de Fuencarral era su hijo, V紐quezVarela. el cual, en la epoca del crimen, aunque estaba recluido en la 
C紅eelModelo, salia de ela. segun la opinion de parte de la gente, por complacencia del director.≫(Baroja 
1955: 97-8)。
25 「カシキスモ」は次のような「政治的・社会的メカニズム」のことである 二大政党が輪番で政権交代をお
こなう「二大政党制は，国民の意志を反映した政治システムとはいいがたいものであった。というのも，政
権交代を人工的にかつ円滑に進めるため．地域社会の有力者であるカシーケを中心にさまざまな操作がお
こなわれていたからである。カシーケは．国家という公権力と民衆とのあいだに介在する仲介者として大き
な影響力をもった。カシーケは，就職斡旋・兵役免除の保証など，実生活に根ざした利益を提供する代わり
に．人びとに対して選挙前の合意形成に協力を求めた。例えば．立候補者が一人になるよう画策して無投票
当選の状態をつくりあげる，選挙を棄権するよう促す，などして選挙の行方を操作し，地域社会における政
治的・行政的実権を掌握したのだった」（関哲行・立石博高・中塚次郎編「世界歴史大系スペイン史2」山
川出版社.2008年.59ペー ジ）。
26≪Alli se desmenuzan las cuestiones que van saliendo, traidas por la prensa. o por ese otro periodismo 
hablado sotto voce que no se atreve a expresarse en letras de molde≫(XIII: 222)。
27≪Durante varias noches se trat6 del crimen misterioso de la calle del Baiio (habras leido algo de esto. en la 
prensa), y excuso decirte que prevaleci6, con gran lujo de fundarnentos 16gicos, la popular especie de que 
infl uencias altisimas aseguraron la unpunidad de los asesmos.≫(XIII: 223)。
28≪Discutese el proyecto de ley de Enjuiciamiento criminal; soledad en los escaiios; el orador, rodeado de tres 
o cuatro amigos, trata de convencer a los bancos vacios.≫(XXI: 266)インファンテが議会で議論中だったとい
う「犯罪審理法」 ≪elproyecto de ley de Enjuiciarniento criminal,. については，手紙XXXVでも．審議中の
数々の法案の一つとして挙げられている―≪En lill oido suena el run run de las votac1ones. y pres1ento que 
hemos hecho la dicha del pais con leyes como la de Enjuiciamiento criminal, y las de Acuiiaci6n de plata. 
del Trabajo de los niiios en las fabricas, de Rectificaci6n de listas electorales, etcetera..≫(XXXV: 334)。実
はこの「法案」も，当時の読者にエウヘニオ・モンテロ＝リオスを想起させるための，ガルドスの目配せだ
と言える。なぜなら，まさにこの法律≪elProyecto de Ley de Enjuiciamiento Criminal y Organizaci6n del 
Jurado≫ は．法務大臣だったモンテロ＝リオスが1872年に成立させたもの，つまり彼の輝ける功績の一つだっ
たからである (Barra!Martinez 2012: 272, Saenz Berceo 2006: 44)。
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29≪personas muy formales ven en esto una intriga honda, con ramificaciones extensas. Dicese tambien que 
elevadisirnos personajes protegen y amparan a Ia madrastra, presentando como asesino al inocente criado 
a quien se hallo en la casa.≫(XXI: 268)。
30 cex ministro que habia soltado la cartera en la ultima crisis≫(IV: 177)。
31≪Pues simplemente a pedirle su voto para la elecci6n parcial en nose que distrito de Castilla Don Carlos. 
poseedor de grandes tierras en Tordeh紅nos,Magaz y V aloria la Buena, tiene influencia en el pais, y como 
se meta de hoz y de cozen la lucha electoral se lleva de calle a los contrarios• (IV: 177)。
32≪Que sin tardanza sea destituido el Ayuntamiento de Tordeh血 os,en el cual hay un concejal que se 
ha plantificado como una mosca en la nariz de mi buen padrino. El tal es un revolucionario que con el 
dinero de los consumos levanta partidas, y filtirnamente disputa a Cisneros una finca que habia sido de 
propios y pas6 a manos de蕊tepor medios legales. Que se despache prontito el expediente de informaci6n 
posesoria incoado por Cisneros. tocante a lasusodicha dehesa de Tordeh血 os.Y. por ultimo, que se limpie 
el comedero al jefe de Propiedades e Impuestos de la Delegaci6n de Hacienda de Palencia, tio del dichoso 
concejal y encubridor de sus chanchullos. y se de la vacante al hijo del administrador que mi padrino tiene 
en Valoria la Buena, muchacho listo, que hoy es oficial segundo en Santander.• (IV: 179)。
33≪hoy no se habla de otra cosa en Madrid• (XXVill: 291)。
34≪un cumulo de testimonios vagos y contradictorios• (XXX: 303)。
35≪un asunto de tal naturaleza, formado de misterio y esc紐dalo,ha de excitar vivamente la chismografia de 
la raza mas chismogr紐cadel mundo≫(XXXI: 315)。
36≪cada quisque, con motivo de ste suceso, inventa. zurce y enjareta argumentos mas o menos aceptables≫ 
(XXXII: 316)。
37≪ —Es una indecencia la opinion en este pais -me dijo temblando de ira―. No respetan nada . Esto es un 
esc紐dalo.
Enseii6me varios peri6dicos que daban cuenta del crimen, hacienda alusiones veladas a la familia de 
Orozco.• (XXXII: 316)。
38≪ —Pues bien, yo te digo que estas atrocidades que cuentan ahora de la familia Orozco, son injustas y 
calumniosas._ Yo estoy que trino; y siquieres que tu padrino te quiera, sal por ahi y alprimero que te suelte 
una alusioncita le rompes todas las muelas.• (XXXII: 318)。
39≪ ー(__)no soporto que anden por los suelos mi nombre y elde mi Tinita [Augusta]_ Ya tu me entiendes. 
Esto es una calumnia, una asquerosa calumnia, y no debemos consentirlo.• (XXXII: 321)。
40≪Los periodistas, justo es decirlo, si son los m邸 fecundosen combinaciones novelescas. parecen haberse 
propuesto no lastimar a la familia Orozco.• (XXXV: 333)。
41 . ≪ha tenido ayer una conferencia de dos horas con el juez que instruye la causa,. (XXXII: 317)。
42 chombre recto y muy amigo mio. y nos dara la soluci6n.• (XXXII: 321)。
43≪me debe su carrera. porque conociendo su merito. le saque de Valoria la Buena, donde estaba obscurecido, 
y leUeve a Zamora, y de Zamora me le traje aca.• (XXXII: 321)。
44 Cuando Mariano Araus le dijo: ≪Tenga V. mucho cuidado, porque para mi seria muy doloroso venne en la 
precision de tener, bien en el peri6dico, 6 de otra forma. que acusarle a V.•. le contest6 Mill紐 Astray:≪"D. 
Mariano. es que si a mi se me tocara a un pelo. entonces bajaria el Presidente del Supremo de su sila" 
(Grandes rumores en el publico.)≫(Aguilera 1889 I1 316-7)。
45≪Indudablemente la colecci6n es grande, y a mi parecer, de ti para mi. muy poco selecta Apenas cabe en 
aquel enonne principal de la plaza del Progreso, el cual tiene veinticinco balcones y da a tres calles. casa 
de ta1 amplitud. que pocas he visto en Madrid con tanta luz y desahogo.• (I: 161)。
46≪Mi padrino vive, como sabes, en la plaza del Progreso. Aborrece los barrios del Centro y del Este de 
Madrid. que son los m邸 sanos.La tradici6n le amarra al Madrid viejo y a laparte aquella donde siente el 
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tufo de la plebe, apifiada en las calles de! Sur. Ha vivido siempre al horde del abismo, se釦 dice,y no quiere 
apartarse de eh (II: 168)。
47 Guia oficial de Espa元a1885-1893, Anuario del comercio, de la industria, de la magistratura y de la 
administraci6n 1888によって確認した住所である。
48≪Es muy ir6nico que alguien que sea tan reaccionario, como lo era el cardenal Cisneros -por eso le puso 
Gald6s ese nombre al padre de Augusta―, viva en la plaza de! Progreso.• (Caudet 2004: 161. nota 12)。
49≪Las noticias mas remotas que tengo de la persona que lleva este nombre me las ha dado Jacinto Maria 
Villalonga, y alcanzan al tiempo en que este amigo mio y el otro y elde m邸 alぇZalamero,Joaquinito Pez, 
Alejandro Miquis, iban a las aulas de la Universidad. No cursaban todos el mismo afio, y aunque se reunian 
en la catedra de Camus. separabanse en la de Derecho Romano: el chico de Santa Cruz era discipulo de 
Novar, y Villalonga de Coronado.• (Fortunato y Jacinta I, ed. F. Caudet, Madrid, Catedra. 1985, pp. 97-8.)。
50≪Ya va para viejo, y parece que quiere sen tar la cabeza Ansia fijarse, despues de haber hecho alto en 
todas las tiendas del campamento y sentado plaza en todos los ejercitos. Ahora hebe los vientos porque 
le hagan senador vitalicio, como jubilaci6n de sus campafias y reposo de sus odiseas. Te aseguro que esta 
graciosisimo cuando nos cuenta lo de la senaduria y las fatigas que por ela pasa≫(X正218)。
51≪llevando la cuenta de los senadores moribundos, enclenques o delicados de salud, pues si el nfunero de 
vacantes no aumenta. es dificil que entre en la combinaci6n.≫(XXI: 268)。
52≪Ya adivinaras que las chinitas iban contra mi prima Pues dijo, como quien no dice nada. que habia 
descubierto la madriguera donde la muy hip6crita tiene su amoroso refugio.≫(XXVII: 291)。
53≪Me parece (no puedo asegurarlo) que Villalonga y Malibr細 cuchichearonen un largo aparte• (XXIX: 298)。
54≪Este astuto vividor, bulle bulle de la politica. que es en el pasi6n y oficio, se ha vuelto de poco aca hombre 
de orden. Su lengua de hacha que antes convertia en lefia las reputaciones mas s6lidas, si se le interponian 
en su camino, ahora es una lengiiecita muy enguatada. y mas lamedora que cortante. Aspira el tal a ocupar 
un puesto en la situaci6n, y ya no muerde sino cuando se le amortiguan las esperanzas de la senaduria 
vitalicia En estos dias parece que la cosa va bien, y elhombre es de lo mas razonable, de lo mas sensato 
que imaginarte puedes.• (XXXVII: 342-3)。
55≪La muerte de Federico no ha sido m細 queel vulgarisimo final de una pendencia de garito.• (XXXVII: 
343)。
56≪se lamenta de que quieran convertir este hecho vulgarisimo en fabula de amores, difamando a una dama 
ilustre._ Y luego enjareta el panegirico de ela. y crudos anatemas contra la ligereza y ruindad de una parte 
del publico.• (XXXVII: 343)。
57≪Truena contra los calumniadores, y dice que esほtendenciaa enlodar los nombres mas respetables es un 
sintoma de desquiciamiento social.• (XXXVII: 343)。
58≪Algo esperara de ela [la familia de Orozco] sin duda. o al釦 favorhay de por medio.• (XXXVII: 343)。
59≪illtimamente la prensa ha hecho algo masque informar al publico de los hechos conocidos, y ha tomado 
parte importantisima en la investigaci6n de la verdad. (_) ha tomado una parte activa en la instrucci6n del 
proceso, ayudando a los jueces, arrojando toda la luz posible sobre el hecho nebuloso, recibiendo del publico 
datos, antecedentes, noticias.• (Perez Gald6s 2002: 3-4)。
60≪en medio de la confusion de sus referencias hay algo que parece indicar una direcci6n determinada•, 
sefialada≪por la conciencia publica• (Perez Gald6s 2002: 4)。
61≪los adelantos del proceso son debidos a lainsistencia con que la opinion publica por conducto de la prensa 
ha sefialado el camino de la verdad• (Perez Gald6s 2002: 4)。
62≪Lo tremendo del caso es que desde los primeros momentos recayeron sospechas vehementes sobre el hijo 
de la victima. Jo函 V血quezVarela. a lasaz6n preso en la C紅eelModelo por robo de una capa≫(Perez 
Gald6s 2002: 4)。
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63≪Hace unos dias tom6 cuerpo la creencia de Ia culpabilidad de Varela. cuyas salidas de la c紅elparecian 
probadas, aun en el dia mismo de! crimen. No he vista nunca mayor excitaci6n de Madrid por un asunto de 
esta naturaleza. Por las noches, un gentio inmenso aguarda lasalida de los peri6dicos en las inmediaciones de 
las oficinas de estos. No se habla de otra cosa en circulos y cafes.≫(Perez Gald6s 2002: 27)。
64≪el suceso de mas sensaci6n es el testirnonio de un empleado de la c紅elllamado Ramos, el cual manifiesta 
que Varela sali6 el primero de julio con consentirniento de! director de lac紅el,senor Mill紐 Astray,y 
aiiade haber oido de labios del mismo Varela el relato de! crimen.≫(Perez Gald6s 2002: 28)。
65≪dicho seiior hace presente que estuvo en la c紅el,recomend6 al Director de蕊tala vigilancia sobre Varela. 
y que auxiliara a lajusticia como agente de la policia judicial; interrog6 a Varela. sacando de esta conversaci6n 
la triste impresi6n de que este no revelaba en su rostro la tristeza y elabatimiento que debe producir en un 
hijo la muerte de su madre, y mas si esta ha sido violenta como la de Doiia Luciana.≫(Aguilera 1889 l 574)。
66≪Masque Romero o elDante me gusta acercarme a un grupo de amigos, oir lo que dicen, o hablar con una 
mujer o presenciar una disputa, o meterme en una casa de pueblo, o ver herrar un caballo, oir los pregones 
de las cales, o un discurso de Rodriguez Sampedro o Vicenti el yerno de Montero Rios.≫(Perez Gald6s 2016: 
152)。
67 "Un personaje de Morrina de Emilia Pardo Baz紐，狐ficticioo real?", La historia en la literatura espa元olade! 
siglo XIX. Barcelona. Universitat de Barcelona. 2017, pp. 583-606. 
68≪Victor Hugo dijo que un madero de! cadalso se llamaba Jgnorancia, y Miseria el otro. Es mas c6modo 
suprim江alos criminales que combatir la miseria y la ignorancia.≫(El imparcial 1890/07/20)。
69≪La sociedad que necesita matar prueba su debilidad para la represion activa. constante, severa, terrible. 
Es como el padre que pega y maltrata a sus hijos porque no acert6 a educarles y a hacerse obedecer con 
solo el mandato categ6rico.≫o 
